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 春
令
和

六
年 元旦

謹
ん
で
新
年
の

ご

挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
全
国
水
道
事
業
の

発
展
と

こ
の

事
業
に

携
わ
る

み
な
さ
ま
が

健
や
か
に

ご

活
躍
さ
れ

ま
す
こ
と

を
祈
念
い

た
し
て

お
り

ま
す
。

元
に

復
せ

た

例
大
祭

令
和
元
年
五
月
五
日
、

国
宝
本
殿
創
建
七
百
年
を

記
念
し
て
盛
大
に

行
し
た
大
祭
以
来
、

早
五
度
目

新
春
を
迎
え
ま
し
た
。

本
年
三
月
に

は
、

そ
の
三

棟
の
本
殿
が
昭
和
二

十
九
年
に

国
宝
指
定
を
受
け
て

よ
り
七
十
年
で
あ
り
ま
す
。

室
町
時
代
の
大
洪
水
で

流
失
し
た

一
ノ
大
鳥
居
を
昭
和
五
十
九
年
、

鋼
鉄
で

再
建
し
て
四
十
年
で
も
あ
り
ま
す
。

当
社
と
致
し
ま
し
て
は
、

大
き
な
節
目
の

年
で
あ

…

と
受
け
止
め
て
よ
か
ろ
う
と
存
じ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、

そ
れ
に
先
だ
っ
て
昨
年
は
、

そ
の
事

恰
も
前
祝
い
の

如
く
、

 例
大
祭
を
コ
ロ
ナ
禍
前
の

次
第
に
復
す
る
こ
と
が
叶
い
ま
し
た
。

感
染
症
の

衰

勢
基
調
に
あ
っ
た

一
昨
年
に
、

神
輿
渡
御
が
見
送
ら

れ
た

事
に
、

前
号
の
本
稿
で

私
は
コ
ロ
ナ
は
表
向
き

の
理
由
で
、

経
費
的
な
事
だ
っ

た
り
人
員
確
保
の

問

題
が
内
在
し
て
い
る
…

と
、

吐
露
し
ま
し
た
。

方
向
性
を
確
定
す
べ
き
初
夏
の

頃
、

惣
社
と
当
社

先
祖
か
ら
継
承
し
て
ま
い
っ

た
伝
統
の
祭
礼
を
、

こ
こ
で
絶
や
す
べ
か
ら
ず
・
・
・

と
い
う
一
致
点
に

達
し

ま
し
た
。

渡
御
行
列
の

要
態
が
完
璧
で
な
く
と
も
、

復
す
の
に
妥
当
な
環
境
を
協
議
し

た
と
こ
ろ
、

当
社

側
が
人
員
面
で
の

協
力
を
増
強
す
る
事
等
で
、

概
ね

宇
太
水
分
神
社帰

結
し
ま
し
た
。

十
月
十
五
日
の
祭
日
は
、

前
日
の

郷
社
例
祭

日
程
後
半
よ
り
降
り
だ
し
た
雨
が
宮
本

太
鼓
台
出
発

お
祓
い
直
前

ま
で
残
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、

次
第
に

回
復
し
概
ね
晴
天
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

 コロナ
禍
に

よ
り
控
え
て
お
り
ま
し
た

来
賚
参
列
は
、

一
昨
年
よ

り
再
開
致
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

昨
年
も
大
勢
の

方

の
ご
臨
席
を
賜
り
、

厳
粛
に
斎
行
申
し
上
げ
る
事
が

で
き
ま
し
た
。

一
昨
年
は
感
染
対
策
と
し
て
太
鼓
台
運
行
は
、

輪
を
装
着
し
て
少
人
数
で

の

実
施
に
止
め
て
お
り
ま

し
た
が
、

六
基
揃
っ

て
勇
壮
に
担
が
れ
て
の
宮
入
り

の
中
、

姫
神
様
は
芳
野
太
鼓
台
に
導
か
れ
て

の

当
社

著
御
と
相
成
り
ま
し
た
。

結
果
的
に
、

渡
御
行
列
へ

の
当
社
側
人
員
協
力
は

二
倍
近
く
に
な
り
、

所
作
を
伴
う
所
役
も
加
わ
り
ま

し
た
。

ご
理
解
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
致
し
ま
す

と
共
に
、

そ
れ
に
よ
り
伝
統
が
繋
が
っ
た
事
を
誠
に

有
難
く
存
じ
ま
す
。

と

申
し
ま
し
て
も
今
後
益

、々

氏
子
地
域
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
な
る
事
は
、

想
像
に
難
く
あ

り
ま
せ
ん
。

節
目
に
際
し
て
、

昨
年
の

例
大
祭
に
賑

わ
い
が
戻
っ

た
事
に
鑑
み
て
、

祭
儀
の

重
要
性
の

認

識
を
、

改
め
て
思
慮
致
し
て
ま
い
り
た
く
存
じ
る
と

こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

同彦
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七
十
余
年
ぶ
り
に

銭
箱
を
新
調

昭
和
三

十
四
年
に
襲
わ
れ
た
伊
勢
湾
台
風

の

後
、

芳
野
川
の

護
岸
が
嵩
上
げ
さ
れ
て
、

そ
の
上
を
通
る
国
道
1
6
6
号
線
を
折
れ
て

少
し
下
る
と
、

一
ノ

大
鳥
居
が
あ
る
。

そ
れ

を
過
ぎ
て
前
方
を
見
る
と
、

鎮
守
の

杜
に

屏

風
の
如
く
高
々
と
繁
る
樹
木
を
背
景
に
、

同

四
十
八
年
竣
功
の

拝
殿
の

開
け
ら
れ
た
前
後

扉
越
し
に
中
門
に
附
け
ら
れ
た
菊
の
御
紋
が

目
を
惹
く
。

視
線
を
少
し
く
下
げ
る
と
、

拝

殿
前
に
置
か
れ
た
賽
銭
箱
に

意
識
が
移
る
。

ま

進
ん
で
二

ノ
鳥
居
を
潜
り
、

手
水
舎
で
手
口

を
清
め
て
、

近
づ
く
に
つ
れ
て
以
前
の
そ
れ

は
、

風
雨
に

晒
さ
れ
酷
く
朽
ち
て
い

た
印
象

が

鮮
明
で
あ
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

昭
和
十
二

年
に
生
ま
れ
た

宮
司
に
、

何
時

頃
に
造
ら
れ
た

も
の
か

と
訊
く
と
、

小
学
校

高
学
年
の

頃
…

と
い
う
。

 
そ
れ
か
ら
計
算
す

る

と
、

七
十
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る
事
に

な
る
。

若
干
こ
の
間
の

社
会
の

事
を
想
い
顧
み
た

い
。

ま
ず
戦
後
の

復
興
と
そ
の
後
の

高
度
経

済
成
長
は
、

東
海
道
新
幹
線
の

開
業
や
前
回

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

 また
、

こ
れ
も

前

回
の

大
阪
万
国
博
覧
会
と
い
っ
た
事
柄
を

齎

し
た
。

国
民
は
次
第
に
展
望
が
開
け
て
、

躍

動
感
が
張
っ

て
い
た
時
代
で
あ
っ

た
ろ
う
。

そ
れ
か
ら
私
が
生
ま
れ
た
五
十

年
ほ
ど
前

か
ら
小
学
校
の

頃
は
、

引
き
続
い
て

宮
前
か

続
く
街
道
は
商
店
街
と
し
て
の

賑
わ
い
が

あ
っ

た
。

し
か
し
後
継
者
の

不
在
や
経
済
構

造
の

変
化
に
因
り
、

宇
陀
に
も

ス
ー
パ
ー
が

展
開
し
、

二

十
年
ほ
ど
前
、

道
筋
の

商
店
は

殆
ど
看
板
を
降
ろ
し
て
い
っ

た
。

 地域
全
体

人
口
減
少
に
歯
止
め
が

か
か
ら
ず
、

 少子

高
齢
化
が
著
し
い
。

加
え
て
、

今
や
本
籍

地
元
に

置
い
て
い

て
も
、

普
段
は

利
便
性
を

優
先
し
て
都
市
近
郊
で

暮
ら
す
氏
子
の

方
も

お
ら
れ
る
。

昭
和
か
ら
平
成
そ
し
て
令
和
と
、

 二
度
に

亘
る
改
元
は
、

我
々
に
目
ま
ぐ
る
し
い
社
会

構
造
の

激
変
を
経
験
さ

せ
て
い
る
。

大
神
様

七
十
余
年
、

そ
の
賽
銭
箱
に
投
じ
ら
れ
た

浄
財
に

参
詣
者
の
様
々
な
想
い
を
、

聞
食
し

て

く
だ
さ
っ

て
こ

ら
れ
た
事
と
長
く
も

拝
察

す
る
。

初
め
に

触
れ
た
伊
勢
湾
台
風
で
は
地
域
が

浸
水
し
、

そ
の
後
の

昭
和
四
十
七
年
の

台
風

で
は
旧
拝
殿
が
倒
壊
し
た
が
、

二

度
襲
来
し

自
然
災
害
に

も
耐
え
、

参
詣
者
の

前
に

在

続
け
て
く
れ
て
い
た
。

予
て
よ
り
私
共
は
、

腐
食
に

因
っ

て
そ
の

部
材
が

歪
ん
で

し
ま
っ

て
い
る
よ
う
な

状
況

を

憂
慮
し
、

新
調
で
き
な
い
も
の
か
と
、

思

い
め
ぐ
ら
せ
て
い
た
。

そ
の
思
い
は
総
代
方

共
有
さ
れ
て
い
て
、

年
始
の

役
員
会
等
で

話
題
に

上
り
、

俄
か
に
造
り
替
え
る
方
向
で

纏
ま
っ
た
。

そ
の
調
整
に
当
た
っ
て
は
、

氏
子
総
代
森

本
定
雄
様
が
社
長
を
さ
れ
て
い
る
森

銘
木

産
業
株
式
会
社
に
、

棒
の

良
材
を

確
保
さ
れ

て
い
る
と
の

事
で
、

快
く
ご
提
供
頂
い
た
。

ま
た
製
作
に
際
し
て
は
、

松
井
天
神
社
の

郷

総
代
横
谷
俊
彦
様
が
大
工
を
さ
れ
て
い
る
関

係
で
、

主
に
ご
子
息
様
が
携
わ
っ
て
く
だ
さ

り
、

優
れ
た
匠
の
技
に
よ
り
、

見
事
な
賽
銭

箱
と
相
成
っ

た
。

尚
、

寸
法
が
従
来
に

較
べ

一
回
り
大
き
く
な
っ
た
都
合
で
、

設
置
に
当

た
っ

て
は
、

地
元
の

中
口
石
材
店
の

協
力
を

得
て
、

礎
石
を
据
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。

二
月
に

完
成
と
な
っ

た
の
で
、

二

十
六
日

の

祈
年
祭
の

折
、

辞
別
祝
詞
を

奏
上
し
大
神

様
に
経
緯
等
を
奉
告
申
し
上
げ
た
。

「

つ
く
る
」

と
い
う
文
字
に
は
い
く
つ
か

の
漢
字
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。

 「
作
る
」
、

「

造

で
あ
る
。

(

中
略
~

る
」
、

そ
し
て
「

創
る
」

順
に
心
が
籠
っ

た
意
味
合
い
と

な
る
と
し
て
)

「

造
」

の

世
界
は
頭
だ
け
で

は

な
く
、

全
身

で
そ
こ
に

与
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

(

後

(

令
和
五
年
十
一
月
十
一

日
付
日
本
経
済

略新
聞
『

言
葉
の

ち
か
ら
』

批
評
家
若
松
英
輔

･
･
･

と
い
う
コ
ラ
ム
の

中
に
、

こ
ん
な

一
節

が

あ
っ

た
。

正
し
く
昨
春
新
調
し
た

賽
銭
箱
は
、

恰
も

建
造
物
の

如
く
に
国
宝

本
殿
に
相
応
し
い
重

厚
な
佇
ま
い
で
、

拝
殿
前
基
壇
に
座
し
て
い

る
。

大
神
様
と
参
詣
者
の
仲
を
執
り
持
つ
存

在

と
し
て
、

役
員
方
が
心
を
込
め
て

造
ら
れ

た
賽
銭
箱
に
浄
財
が

捧
げ
ら
れ
、

永
く
祈
念

が

為
さ
れ

て
い
く
事
を

念
じ
た
い
。

研
修
旅
行
も
復
活

本
号
の

日
誌
抄
は
久
々
に

賑
や
か
な
も
の

と
な
っ
た
。

こ
れ
も
感
染
衰
勢
に
伴
う
事
で

あ
る
。

講
員
の

皆
様
が
参
拝
さ
れ
た
の
も
理

由
の

一
つ
だ
が
、

斯
界
の

研
修
旅
行
等
の

復

活
に
因
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

中
で
も
、

六

月
二

十
三
日
に
催
行
さ
れ
た
奈
良
県
神
社
庁

総
代
会
研
修
は
、

本
部
役
員
七
名
が

参
加
さ

私
も
同
行
し
た
。

行
先
は
京
都
方
面
で
、

賀
茂
別
雷
神
社
(

上
賀
茂
神
社
)

に
正
式
参
拝

し
、

仁
和
寺
を
拝
観
し
た
。

そ
こ
で
は
将
棋
の

藤
井
聡
太
八
冠
が
対
局
さ

れ
た
部
屋
も
見
学
し
た
次
第
で
あ
る
。

参
加
く
だ
さ
っ
た
皆
様
は
、

一
般

参
拝
で

は
入
れ
な
い
神
前
近
く
で
拝
礼
し
、

説
明
を

受
け
ら
れ
た

事
や
茶
菓
の

振
舞
い
に
感
銘
を

さ
れ
て
お
ら
れ
た
。

ま
た
、

い
ず
れ
も
私
一

人
で
の

参
加
で
は

あ
る
が
、

六
月
の

全
国
清
々
会
で
は
滋
賀
・

油
日
神
社
に

正
式
参
拝
が
叶
っ

た
。

平
成
三

十
年
に

当
社
に

大
勢
の

方
々
が
参
拝
さ
れ
た

お
宮
で
、

是
非
と
も
伺
い
た
く
思
っ

て
お
り
、

神

と
て
も
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
し
た
ら
、

職
様
は

私
を
覚
え
て
お
ら
れ
、

忝
い

思
い
を

致
し
た

次
第
で
あ
る
。

更
に
九
月
の
全
国
春

日
連
合
会
で
は
、

開
催
県
の

岐
阜
の

加
盟
社

関
春
日

神
社
に
、

総
会
開
会
に
先
立
っ

て
正

式
参
拝
致
し
た
。

そ
の
後
、

参
道
脇
に

あ
る

岐
阜
関
刃
物
会
館
に

於
い
て
、

日
本
刀

の
鍛
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錬
の
実
演
を
見
学
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。

 本

来
は

実
施
日
で
な
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、

連
合

会
の
為
特
別
に
し
て
く
だ
さ
り
、

職
人
と
炎

の
真
剣
勝
負
に
圧
倒
さ
れ
る
思
い
で
、

そ
の

技
に
感
銘
し
た
。

ま
た
十
一
月
の

神
社
庁
研

修
旅
行
で
は
、

淡
路
島
の

伊
弉
諾
神
宮
に
詣

で
、

禰
宜
様
か
ら
様
々
大
変
興
味
深
い
お
話

を
伺
っ

た
。

そ
の
中
で
も
真
東
に
向
か
う
と

伊
勢
の
神
宮
が
あ
り
、

そ
の
ラ
イ
ン
上
の

中

ほ
ど
に
は
、

飛
鳥
の

宮
が
位
置
し
て
い
る
･
･
･

と
い
う
話
は
、

予
て
よ
り
識
っ

て
い
た
が
、

改
め
て
感
心
す
る
事
と
な
っ

た
。

旅
は
平
素
の

生
活
で
は
得
ら
れ
な
い
、

視

点
や
感
情
を
齎
し
て
、

日
常
的
に
接
し
て
い

る
人
と
旅
路
を
共
に
し
て
も
、

会
話
の
中
で
、

意
外
な
一

面
を
垣
間
見
ら
れ
た
り
す
る
。

本
年
最
初
の

機
会
と
し
て
、

今
月
二
十
六

日
に
は
神
社
庁
主
催
神
宮
団
体
参
拝
を
、

五

年
ぶ
り
に
予
定
し
て
い
る
。

参
加
者
を
募
集

し
て
い
る
と
こ
ろ
だ

が
、

可
能
な
限
り
大
勢

で
親
睦
を
深
め
る
伊
勢
路
に
し

た
く
思
う
。

二

十
一

日

 奉賛
講

講
員
安
全

祈
願
祭

一
日 月
次
祭

二

日

二
十
日

 伊賀
市
上
下
水
道
協

同
組
合
参
拝
祈
祷

(

九
名
)

惣
社
水
分
神
社
へ
の

例
大
祭
に
向
け
た
挨

十
六
日 石
川
県
か
ほ
く
市
産

業
建
設
部
上
下
水
道

二
十
五
日 北
葛
城
地
区
水
道
事

業
部
課
長
連
絡
協
議

会
参
拝
祈
祷 
(

来
社

課
参
拝
祈
祷

二

十
一

日

摂
社
春
日
神
社
例
祭

月

三
名
)

五月

一日

月
次
祭

十六日
津
市
上
下
水
道
協
同

一
日 月
次
祭

十
一

日

 全国
春
日
連
合
会
奈

十
七
日

 古市場
納
涼
夏
ま
つ

良
県
支
部
総
会
に

宜
教
化
委
員
出
席

五
日

 紀の川
市
上
下
水
道

り

部
・

管
工
事
業
協
同

組
合
参
拝
祈
祷
(

五

名
)

הסר

(

大
盆
踊
り
)

組
合
参
拝
祈
祷
(

四
名
)

十
七
日

 松
阪
市
指
定
上
下
水

 九月

一日

月
次
祭

六
日

 宇陀
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

道
事
業
協
同
組
合
参

八
日
~
九
日

全
国
春
日
連
合
会
総

ま

ラ
ブ
正
式
参
拝
祈
祷

(

十
九
名
)

拝
祈
祷
(

三

名
)

二

十
日

 伊勢
市
上
下
水
道
部

会

に

禰
宜
出
席

(

岐

阜
県
)

坂
祝
町
役
場
水
道
環

境
課
参
拝

参
拝
祈
祷 
(

八
名
)

十
日

 末社
金
刀
比
羅
神
社

<

六月

一日

月
次
祭

秋
季
例
祭

十
四
日

 八百津
町
役
場
水
道

環
境
課
参
拝
祈
祷

六
日
~
七
日

全
国
清
々
会
総
会
及

二

十
三
日

例
祭
打
合
せ
会
議

二

十
四
日

交
野
市
水
道
局
参
拝

(

四
名
)

み

び
見
学
会
に
禰
宜
出

席
(

京
都
市
及
び
滋

賀
県
)

祈
祷
(

五
名
)

二

十
九
日

新
年
総
会

十月

一日

月
次
祭

自

 令
和
四
年
十
二
月
一
日

二月

一日

月
次
祭

五

日

奈
良
県
神
社
庁
神
宮

至

 令
和
五
年
十
一
月
三
十
日

七
日

 末社
恵
比
須
神
社
例

祭 (
初
え
び
す
)

十
日

 夏越
の

大
祓
に

向
け

茅
の
輪
立
作
業
そ
の

後
役
員
会

大
麻
頒
布
始
祭
に

○

令
和
四
年

宜
出
席
(

橿
原
市
)

十二月

一
日 月
次
祭

二
十
六
日 祈
年
祭

十
四
日

 津
市
上
下
水
道
参
拝

 三
月

祈
祷
(

五
名
)

一
日 月
次
祭

二
十
五
日

 迎春
準
備
(

門
松
立
・

十
六
日 山
口
県
企
業
局
他
参

拝
祈
祷
(

四

名
)

十
七
日

 三枝
祭
に

禰
宜
郷
社

神
御
子
美
牟
須
比
命

神
社
役
員
と
共
に

参

列
(

奈
良
市
・

率
川

神
社
)

(3) 第52号

夫
婦
杉
注
連
縄
掛
け

等
)

四月

一日

月
次
祭

八
日

 春
の
大
三

輪
祭
に

二

十
三
日

 奈良
県
神
社
庁
氏
子

十
一

日

 宇陀
支
部
神
宮
大
麻

頒
布
始
祭
を

当
社
に

於
い
て
斎
行

 宜

斋
主
奉
仕

十
四
日

 郷社
例
祭
及
び
祭
典

準備

十
五
日

 午前 例
大
祭
(

神

三
十
一

日

 師走
の
大
祓
式

宜
参
列
(

桜
井
市
・

大
神
神
社
)

総
代
会
研
修
旅
行
に

禰
宜
役
員
参
加

令
和
五
年

輿
渡
御
祭
)

一月

一
日 歳
旦
祭

十
日

 末社
金
刀
比
羅
神
社

三
十
日

 夏越
の

大
祓
式
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二

十
一

日

 裾野
市
水
道
部
参

拜
祈
祷

十一月

一日

月
次
祭

九
日

奈
良
県
神
社
庁
教

化
旅
行
に

禰
宜
参

加
(

兵
庫
県
)

二
十
三
日

 新嘗祭

二

十
五
日

 摂社
宗
像
神
社
例

祭
(

亥
の
子
祭
り
)

二
十
七
日 山
口
県
企
業
局
及

び
周
南
地
区
工
水

利
用
者
協
同
組
合

参
拝
祈
祷
(

四
名
)

元
旦

一
時

御
神
水
(

若
水
)

を

奉
献
し
、

氏
子
総
代
参
列
の
下
に

厳
か

に
歳
旦
祭
を
執

り
行
い
、

氏
子
一
同
と

全
国
水
道
事
業
関
係

者
の

無
事
平
穏
と

事
業
の

発
展
と

安
全
を
祈

願
い
た
し
ま
し
た
。

P

吉
例
の

如
く
お
祓
い
を
し
た

御
神
札
は

菟

田
野
郵
便
局
開
門
と

同
時
に

発
送
の

手
続
を

い
た
し
ま
し
た
。

「

う
つ
く
し
い
水
の

守
り
神
」

 宇太
水
分

神
社
の

御
神
札
を
事
業
所
の

清
ら
か
な

高
い

と
こ
ろ
に
お
祀
り
し
、

日
々

事
業
の

安
全
と

豊
水
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
ょ

う
。

御
神
札
を
年
ご
と
に
新
し
く
お

改
め
す
る

の
は
、

神
は
清
浄
を
第
一

と

す
る
こ
と
、

ま

若
返
え
ら
れ
た
神
の

強
い
み

光
を
仰
い

で

一
層
の

ご

加
護
を
願
う
と
い
う
、

祖
先
よ
り

受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
的
信
仰
に
も
と
づ

く
も
の

で
す
。

一

年
間
お
守
り

い
た
だ
い
た
古
い
御
神
札

は

感
謝
の

心
を
こ
め
て
当
社
へ

お
納
め
下
さ

い
。

又
は
最
寄
り
の

神
社
へ

納
め
ら
れ
て
も

結
構
で
す
。

おねがい
正
式
参
拝
祈
祷
ご
希
望
の
方
は
、

そ
の
日

時
を
電
話
等
で
ご

一
報
下
さ
る
様
お
ね
が
い

い
た
し
ま
す
。

神
職
が
不
在
の

時
も
あ
り
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る

こ
と
に

な
り
ま
す
。

是
非
と
も
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

T
E
L
〇
七

四
五
一
八
四

二
六
一

三

編
輯

後

昨
年
の
例
大
祭
は
、

四
年
ぶ
り
に

疫
禍
前

に

復
せ
た
が
、

核
と

な
る
祭
儀
に
関
し
て
は

今
ま
で
と
違
っ

た
様
相
と
な
っ

た
。

宮
司
の

父
は

身
体
の
衰
え
が

激
し
く
、

市
か
ら
要
介

護
認
定
を
受
け
て

い
る
が
、

そ
れ
で
も
一

昨

年
は
辛
う
じ
て
祝
詞
奏
上
は
で
き
て
い
た
。

し
か
し
遂
に
昨
年
は
、

そ
れ
も
能
わ
ず
禰
宜

私
が
替
っ
て
斎
主
を
務
め
る
事
と
な
っ

た
。

本
務
社
に
於
い
て
も
凡
そ

二

年
前
か
ら
、

次
第
に
祈
年
祭
や

新
嘗
祭
、

摂
末
社
の
例
祭
等
の

行
事
は
、

私
一

人
奉
仕

初
夏
頃
に
そ

に

移
行
し
て
い

た
の
だ
が
・
・
・
。

の
決
意
を
し
、

祝
詞
を
父
か
ら
受
け
継
ぎ
、

心
の
準
備
を

し
て
、

い
ざ
開
扉
を
し
た

本
殿

の

御
垣
内
で
、

大
勢
の

参
列
者

の

も
と
え

て
み
て
の

実
感
は
、

極
め
て
重
い
も
の
が
あ

る
、

と
い
う
事
に
な
ろ
う
か
。

更
に
そ
の
想

い
は
午
後
か
ら
の
神
輿
著
御
の
儀
で
、

倍
増

し
た
。

今
ま
で
も

折
の

姿
勢
で
宮
司
が
奏

上
す
る
祝
詞
は
聴
い
て
は
い

た
が
、

実
際
に

自
分
が
行
っ

て
み
る
と
、

 全く
感
慨
が
違
っ

た
。

本
殿
前
と
神
輿
前
に
於
い
て
連
続
し

て

奏
上
す
る
祝
詞
は
、

神
代
の
昔
よ
り
の

祭
祀

の

実
相
及
び
お
渡
り
の

有
様
を
、

見
事
に
披

歴
し
て
且
つ
地
域
の
安
寧
と
繁
栄
を
祈
る
と

い
う
、

内
容
と
な
っ

て
い
る
。

 その
事
を
心

に

明
瞭
に

刻
み
込
め
た
時
間
で
あ
っ

た
。

 午

前
の

本
祭

の
後
、

姫
神
様
の

お
迎
え
す
る
べ

く
、

東
郷
の
大
宿
所
に

役
員
の

車
で
急
行
す

…

と
い
う
術
を
採
っ

た

か
ら
こ
そ
、

双
方

の

斎
主
を
務
め
る
事
が

可
能
と
な
っ
た
…

の

で
は
あ
る
が
、

平
成
十
四
年
腰
痛
を

発
症
し

た
宮
司
に
替
り
、

初
め
て
神
輿
を
先
導
し

て

以
来
、

昨
年
の

大
祭
は
私
に
と
っ
て
大
き
な

経
験
と
な
り
、

こ
れ
よ
り
当
社
を
担
っ

て
い

く

為
の

糧
を
齎
し
た
。

感
謝
。

◇神徳宣揚奉讃講ご加入のご案内◆

当神社では月次祭に水道事業の安全操業と豊水を祈願いたしております。

例年多数のご加入をいただき厚く御礼申し上げます。

◎年間講費 1口 2千円以上随意

ウダミクマリジンジャシントクセンヨウホウサンコウ

ご送金は振替用紙ご利用又は銀行振込み (南都銀行 菟田野支店

店番 290 普通口座 031732 宇太水分神社神徳宣揚奉讃講 )

にておねがいします。

○宇太水分神社 TEL 0745-84-2613 ホームページアドレス http://wwwl.odn.ne.jp/udanomikumari/


